









〈編 集 後 記 〉
編集委員に加えて頂いて3年 半、初めて後記を書 く順番 とな りま した。実 は、私は編集委
員 になるまでは、毎号届け られ る 「低温 セソターだ より」の記事には、関連分野以外はあま
り目を通す ことがなかったのですが、編集に関係す るようになってから、豊 中分室のス トッ
クを分けて頂 き、第1号 からのバ ックナソバーを全部そ ろえました。約10号ごとに載 る索引
(ぬ20、ぬ30、面41、南61にあ ります)を コピー してまとめ、実験上の疑問があ るときはま
ず 「技術 ノー ト」 「低温 中級シ リーズ」 「実験 メモ」などに書かれていないか探 し、暇 なと
きは 「研究 ノー ト」か ら面 白そ うな話題を拾 って読んで他分野の情報 を仕入れています。研
究室で受ける実験技術に関す る質問に対 して も、 「何号の低温セソターだよ りに書いてあ り
ま したよ。」 と答えればすむ こともよくあ ります。ただ し、 これは残念ながら本誌が内容の
割 にはあま り読まれていないことも意味す るので しょうか。皆 さん、「低温セソターだより」
を読みましょう。(これは、むしろ後記 を読んでいない人に言わなければならないのですが。)
ところで、高温超伝導にかわり、低温核融合 という、 もし本当ならば再び我々の 「常識」
を覆す現象の発見 が報 じられています。ただ し超伝導の時と異な り、肯定的な追試がなかな
か出ないため、いまだに 「もし本当な ら」 とい うただ し書 きが取れず、取 り組む研究者 も今
の ところあまり多 くないようです。 これが確かな もの とな り、 この、より 「低温」センター
だ よりにふさわ しい話題が紙面 を賑わす 日は来るで しょうか。楽 しみです。(栗 田 厚)
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層流から乱流へ





熱電対による絶対温度の高精確度測定法 理 学 部 松尾 隆祐
一宮崎 裕司 ・・。…15
運 営 組 織 17
表紙説 明 水平線熱源上にできたプルーム(2次 元上昇気流)が 、上昇す るにつれて、層
流の速度分布か ら乱流の速度分布に遷移す る様子 を示す。写真 は種 々の高 さで、
スモーク ・ワイヤ法によって、一本 のワイヤか ら生 じるタイム ・ライソを可視
化 したものである。撮影:脇 谷俊一、吉信宏夫(本 文11ペー ジ参照)
